
「K12 KCCM11252P 株および K12 KCCM11340P 株を利用して生産された L-メチオニン」

に係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募集結果

について 

 
 
１．実施期間 令和元年１０月２日～令和元年１０月３１日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 1 件 
 
 
４．意見・情報の概要及び食品安全委員会の回答 

 

意見・情報の概要 食品安全委員会の回答 

短期で影響が出ないだろうから、有害性は

知られていないからということで、また一

つ遺伝子組換え物を「安全」と評価しよう

としています。 

遺伝子組換え物質の承認数でダントツの

世界 1 ですが、こんなものでトップになら

なくていいです。早くゼロにしていただき

たい。 

キチンした食生活をしていれば不足する

ことはないアミノ酸です。わざわざ遺伝子

組換え添加物を使う必要があるのか？ 

食品安全委員会は、国民の健康の保護

が最も重要であるという基本的認識の

下、規制や指導等のリスク管理を行う関

係行政機関から独立して、科学的知見に

基づき客観的かつ中立公正に食品に含

まれる可能性のある危害要因が人の健

康に与える影響について食品健康影響

評価を行っています。 

本飼料添加物については、「遺伝子組

換え微生物を利用して製造された添加

物のうち、アミノ酸等の最終産物が高度

に精製された非タンパク質性添加物の

安全性評価の考え方」（平成 17 年 4 月

28 日食品安全委員会決定）に基づき、

当該飼料添加物を摂取した家畜に由来

する畜産物の安全上の問題はないもの

と判断しました。 

なお、遺伝子組換え食品の承認に関す

る御意見はリスク管理に関するものと

考えられることから、厚生労働省へお伝

えします。 

※ 頂いた意見・情報はそのまま掲載しています。 
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